
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感情のコントロールが苦手な児童への支援 

 
児童・生徒の実態 

・情緒が不安定になった後、次の活動への参加が難しい。 

小学校 

・トークン法を利用する。 

目標が達成できたら、授業の

コマごとにはんこを押してい

き、５個そろうと、シールがも

らえる。シールが４個そろう

と、児童が好きな楽しい活動

ができるようにする。 

・児童が少し頑張れば、目標を 

達成できるようにする。 

 
 

支援を受けてみて 

・絶対にシールをためたいので、頑張って勉強する。（本人） 

・泣いたりすねたりしても、短時間で自分で気持ちを切り替えて椅子
に座れるようになった。（学校生活支援員） 

☆手立て・合理的配慮 

・児童の実態に合わせ、具体的

な目標にする。 

５ふん 


